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					逆SEOの「成果報酬」と「定額制」

				
				
				
				逆SEO対策を行う場合は、成果報酬より定額制（固定制）がおすすめです。その理由は、定額制のほうが、依頼者にとってより望ましい結果が得られる場合が多いからです。

				
				成果報酬で成果が出る？

				逆SEOは、ネガティブなサイトの検索順位を下げるのが目的です。たいへん簡単なケースでは、数日で検索順位を下げることができる場合があります。しかし、ネガティブサイトが一定のパワーを持っているケースでは、順位を落とすまでに手間と時間がかかります。

                
                定額制で短期間に成果をだす

                
                成果報酬制を選んでも、何か月、あるいは１年以上成果が出ないのでは意味がありません。
                それならば、定額制で短期間に成果を出すほうが望ましいはずです。

                
                
                「１か月契約」がベスト

                
                逆SEOの依頼者にとって最もベストな形態は、
                １か月という短期での定額契約です。
                １か月間で逆SEOが成功し、解決するのが理想といえます。
                成果報酬だと、１年契約であれば、成果が出た後も費用を払い続けなければなりません。
                （SEOや逆SEOの世界では、成果報酬の場合は１年契約にするのが通常のパターンです）。
                しかし、定額制なら契約期間が終われば、費用が発生しないのが一般的です。
                

                
                
                都度更新

                
                             
                数か月の対策が必要なケースでも１か月単位の定額が望ましいです。
                たとえば名前検索で１ページ目にある誹謗中傷サイトを１か月の間に２ページ目に下落させてもらう。
                その成果を確認したうえで、もう１か月間契約を継続し、２か月目には３ページ目に下落させる、という形にしたほうがいいでしょう。
                短期契約をその都度更新していくのが、着実かつスピーディに逆SEOを成功させる近道だといえます
                
                

                
                
                長期的な成果が期待できる

                
                定額制の逆SEOのもう一つのメリットは、長期的な成果が期待できることです。
                成果報酬で短期的にネガティブサイトの順位が下がっても、しばらくして順位が元通りに戻ってしまっては困ります。
                定額制の場合、ネガティブサイトの順位を下位で安定させることを目的とするため、より長期的な成果が期待できます。
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					評判対策に真剣に取り組むなら定額制

				
				
                	
				会社として、評判対策に真剣に取り組むなら、定額制での逆SEOがおすすめです。

                
                撃退する体制

                誹謗中傷対策は、ネット時代を生きる個人や企業にとって永遠のテーマです。１個の誹謗中傷サイトを下げれば、それで終わるという問題ではありません。また新たな誹謗中傷サイトが出てきたときにも、それを撃退する体制を作る必要があります。定額制のサービスを利用すれば、そうした逆SEO対策の基盤づくりを同時に進めやすくなります。それは「目先の成果」よりも、クライアントにとって総合的にメリットの大きい対策をとりやすくなるからですまた、成果報酬型だと、瞬間的に下げることに意識が集中しやすくなり、ムリのある対策になる恐れがあるという面もあります。

				
				「初期費用なし」が大前提

				成果報酬型であっても、定額制であっても、初期費用は払わないほうがいいでしょう。とくに成果報酬の場合、初期費用を支払うのは矛盾した行為です。
                初期費用が発生する限り、ほんとうの成果報酬とはいえません。
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					質の高い逆SEOを求めるなら「定額制」

				
				
				
				高品質なら「定額制」の逆SEO

				品質の高い逆SEOサービスを利用すると、さまざまなメリットがあります。それは、逆SEOを行うことが、大きなプロモーション活動になるということです。逆SEO対策の一環として、SEOに強いサイトを作ることで、重要キーワードでの検索順位を引き上げることが可能となります。

                
                対策の中身を重視

                
                ただし、こうした高品質な逆SEOサービスを期待するなら、定額制の逆SEOによって地道だが中身の濃密な取り組みを行う必要があります。奇策のような対策を行っても、逆SEOの成果が出ないばかりか、企業のイメージダウンにもつながりかねません。逆SEOのメリットを享受したいなら、定額制の逆SEOを選択すべきでしょう。

	
				


				
					半年契約はリスクが高い

				
				
				
				前述のとおり、逆SEOの費用体系として、ベストなのは１か月契約です。１か月なら、「この逆SEO業者は使えない」と思ったらすぐに契約を切ることができるからです。３か月契約や半年契約はリスクが高いです。

                
                WEB広報の契約期間

                
                株式会社WEB広報では、原則として逆SEOの契約期間を「１か月」または「３か月」に設定させていただいております。
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